
批
評
と
研
究
の
界
面

一
は
じ
め
に

文
学
研
究
と
批
評
と
は
異
な
る
論
述
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
が
、
と
き
に

ク
リ
テ
イ
カ
ル
な
研
究
が
目
を
引
き
、
実
証
的
な
批
評
も
展
開
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
研
究
と
批
評
の
界
面
と
は
言
語
で
あ
り
、
方
法
で
あ
ろ

ぷ
ノ

さ
て
、
日
本
近
代
文
学
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
批
評
と
の
関
係
を
問

う
試
み
が
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
節
で
は
雑
誌

特
集
か
ら
そ
れ
を
概
観
す
る
。

日
本
近
代
文
学
会
の
機
関
誌
『
日
本
近
代
文
学
』
で
批
評
と
研
究
が

特
集
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
二
回
あ
る
。
一
九
七
六
年
―

0
月
の
「
研

究
と
批
評
の
接
点
」
特
集
と
、
一
九
九
四
年
―

0
月
の
「
研
究
・
批
評

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
特
集
で
あ
る
。

「
研
究
と
批
評
の
接
点
」
特
集
で
は
、
荒
正
人
「
夏
目
漱
石
の
研
究

と
批
評
」
と
、
前
田
愛
•
谷
沢
永
一
・
磯
田
光
一
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

批
評
と
研
究
の
接
点
」
、
司
会
者
で
あ
っ
た
吉
田
熙
生
の
「
後
記
」
、

鳥
居
邦
朗
•
高
田
瑞
穂
•
木
村
幸
雄
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
め
ぐ
っ
て
」

か
ら
な
る
。

特集

荒
は
「
人
間
は
、
危
機
に
臨
ん
で
、
判
断
を
し
、
決
定
す
る
か
ら
」

「
研
究
と
批
評
は
、
本
質
的
に
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
か
、
ど
う
か
は

断
定
で
き
」
な
い
と
指
摘
し
、
「
研
究
と
批
評
の
統
一
は
、
少
し
づ
つ

実
現
す
る
と
思
う
」
と
ま
と
め
る
。
シ
ン
ポ
で
は
前
田
愛
が
専
門
家
意

識
の
落
と
し
穴
と
し
て
文
学
主
義
・
教
養
主
義
・
文
献
実
証
主
義
が
作

品
を
解
釈
に
よ
っ
て
作
品
論
・
作
家
論
・
文
学
史
と
い
う
「
陳
列
ケ
ー

ス
」
に
収
ま
る
よ
う
な
も
の
に
「
飼
い
な
ら
し
て
し
ま
う
」
こ
と
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
、
文
学
を
「
い
ろ
ん
な
文
化
的
コ
ー
ド
の
中
の
―
つ
の
も

の
」
と
す
る
こ
と
で
「
批
評
と
研
究
の
接
点
」
を
模
索
す
る
。
谷
沢
永

一
は
、
「
過
去
に
書
か
れ
た
作
品
を
現
代
の
観
点
か
ら
勝
手
気
侭
に
裁

断
し
て
は
な
ら
」
ず
「
歴
史
的
臨
場
感
を
可
能
な
か
ぎ
り
身
に
つ
け
る

よ
う
努
力
す
べ
き
」
と
し
て
、
自
己
の
行
文
や
「
近
代
社
会
」
へ
の
検

証
の
な
い
越
智
治
雄
の
主
観
的
な
「
読
み
方
」
を
否
定
す
る
。
磯
田
光

一
は
「
社
会
科
学
的
裁
断
に
対
す
る
」
「
抵
抗
と
い
う
意
味
を
」
「
歴

史
の
一
駒
と
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
が
、
「
研
究
も
批
評
も
最
終

的
に
は
主
観
の
神
話
」
と
し
て
も
「
主
観
は
自
己
検
証
」
が
必
要
と
説

＜
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